
 

 

第Ⅰ章 調査の概要 

 

 
1-1 調査の概要 ........................................................................ Ⅰ-1 

（１）調査の背景及び目的 ........................................................... Ⅰ-1 

（２）調査内容 ..................................................................... Ⅰ-1 

（３）検討の体制 ................................................................... Ⅰ-1 

（４）調査フロー ................................................................... Ⅰ-3 

 

  



 

 



Ⅰ-1 

1-1 調査の概要 
 
（１）調査の背景及び目的 

「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」により、一定規模以上の施設の新設等

の際には、車いすを利用する者が円滑に利用することができる「車いす使用者用便房」を 1 以上設

置すること等が義務付けられている。このことから、実態としてはトイレ全体の内、一カ所にフルス

ペックのトイレが整備される例が多くなっている。 
一方、これらの高齢者や障害者等向けのトイレは、近年、ユニバーサルデザインの観点から、多機

能トイレとして、障害者以外も含む多様な利用者が使えるようになっていることから、一カ所のトイ

レに利用が集中し、障害者が利用できない場合もあるとの指摘がある。このため、これらの課題に対

応し、既存施設等の限られた空間の中でも多様な利用者の円滑な利用に配慮したトイレ空間・配置計

画のあり方について検討を行った。 
 

（２）調査内容 

①実態の把握 
高齢者、障害者、子ども連れ等による多機能トイレ等の利用状況に関する実態を把握するため、こ

れら利用者の経験や意見の収集、利用しづらさの程度・内容に関する調査を行った。 
 

②多様な利用者の円滑な利用に配慮したトイレ空間・配置計画に関する取組の整理・評価・検証等 
中小規模の施設を含む既存施設等において多様な利用者の円滑な利用に配慮し、トイレ全体として

整備を行った事例を収集し、当該トイレが実際に円滑に利用できるかについて実態的な検証を行い、

当該整備による効果や課題等について明らかにした。 
さらに、この課題等を踏まえ、必要に応じて円滑な利用に必要なスペースの検証等を行いつつ、限

られた空間における高齢者、障害者、子ども連れ等の多様な利用者の円滑な利用に配慮したトイレ空

間・配置計画のあり方について提案した。 
 

③普及啓発パンフレットの作成 
①②を踏まえ、一般利用者に対し、車いす使用者等に配慮した多機能トイレの利用マナーに関する

啓発のためのパンフレットを作成し、関係団体等への配布を行った。 
 

（３）検討の体制 

①委員会の開催 
以上の内容については、学識者、障害当事者等を含め構成した委員会（別紙委員名簿参照）を 3

回開催し、検討を行った。 
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多様な利用者に配慮したトイレの整備方策に関する調査研究 

委員名簿 

（敬称略・順不同） 
委員長 高橋 儀平 東洋大学ライフデザイン学部 学部長 
委 員 佐藤 克志 日本女子大学家政学部 准教授 

（当事者団体） 
 伊藤 秀樹 NPO 法人 DPI（障害者インターナショナル）日本会議 事務局員 
 村山 輝子 公益社団法人日本オストミー協会 本部理事 
  （千葉県オストミー協会 会長） 
 松田 妙子 NPO 法人せたがや子育てネット 代表理事 

（施設設置管理者等団体） 
 宮田 信治 日本チェーンストア協会 
  （株式会社東急ストア店舗開発室開発・施設部 部長） 
 貝塚 恭子 社団法人日本建築士会連合会 
  （設計事務所ゴンドラ K 主宰） 
 小田 惠介 社団法人日本建築士事務所協会連合会 
  （東西建築サービス株式会社 常務取締役） 
 須永 信一 社団法人日本建築家協会 建築相談連絡会議 副代表幹事 
  （株式会社コア建築設計工房 代表取締役） 
 有山 伸司 東日本旅客鉄道株式会社設備部 担当部長 
 小宮 朗 東京地下鉄株式会社鉄道本部工務部建築課 課長 
 江藤 祐子 日本衛生設備機器工業会ＵＤ委員会 委員長 
  （TOTO 株式会社コミュニケーション本部営業情報部 担当部長） 
 高橋 邦長 日本衛生設備機器工業会ＵＤ委員会 副委員長 
  （株式会社 LIXIL 住設・建材カンパニー開発・マーケティング 
  本部商品企画部 UD 担当） 

（地方公共団体） 

 小久保 剛亨 東京都都市整備局市街地建築部建築企画課 係長 
 潮田 智恵子 神奈川県県土整備局建築住宅部建築指導課 主任技師 
  （日本建築行政会議バリアフリー分科会 主査） 
 根岸 久司 横浜市建築局指導部建築企画課 非常勤嘱託員 

（国土交通省） 
 山口 一朗 国土交通省総合政策局安心生活政策課 課長 
 小野田 吉純 国土交通省総合政策局安心生活政策課 課長補佐 
 山田 和也 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 課長補佐 
 粟津 貴史 国土交通省住宅局建築指導課 課長補佐 
 宇佐美 智康 国土交通省鉄道局鉄道業務政策課 課長補佐 
 今村 徹 国土交通省鉄道局技術企画課 課長補佐 
事 務 局 財団法人国土技術研究センター 
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②委員会の開催経過と検討内容 
以下のように委員会を３回開催し、検討を進めた。 

 
委員会 開催日 検討内容 

第 1 回委員会 
平成 23 年 
10 月 28 日 

・調査の進め方について 
・多機能トイレに関する基準等の整理 
・多機能トイレの整備・利用状況に関する調査 
・多機能トイレの機能分散について 

第 2 回委員会 
平成 23 年 
12 月 20 日 

・多機能トイレ利用者に対するアンケート調査 
・多機能トイレ利用実態調査 
・トイレの機能分散の考え方について 

第 3 回委員会 
平成 24 年 
3 月 14 日 

・報告書案について 

 
（４）調査フロー 

以下の流れにて、検討を進めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


